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あ
と
が
き
に
か
え
て

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
　
主
任

　
髙
　
佐
　
宣
　
長

　
第
十
三
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
七
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は
、

当
日
の
発
表
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

　
　 

　
三
・
一
一
後
、
祈
り
、
供
養
、
心
、
絆
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
盛
ん
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
数
多
の
仏
教
書
が
刊
行
さ
れ
、
宗
教
ブ

ー
ム
と
な
っ
た
感
も
あ
り
ま
し
た
し
、
大
震
災
に
よ
っ
て
葬
式
不
要
論
が
影
を
潜
め
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

震
災
か
ら
一
年
数
ヶ
月
を
経
て
、
そ
れ
ら
が
早
く
も
風
化
の
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　
　 

　
三
・
一
一
、
そ
し
て
「
フ
ク
シ
マ
」
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
布
教
教
化
の
在
り
方
も
が
問
い
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
立
正

安
国
の
精
神
を
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
秋と
き

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　 

　
左
記
の
通
り
、
第
十
三
回 

日
蓮
宗
「
教
化
学
研
究
発
表
大
会
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
　 

　
今
回
の
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、「
三
・
一
一
」「
原
発
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
中
心
に
し
て
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
単
純
な
「
反
原
発
・
脱
原
発
」「
原
発
推
進
」
の
立
場
か
ら
の
発
言
で
は
な
く
、
教
化
学
的
な

観
点
か
ら
の
発
表
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。「
立
正
安
国
」
の
思
想
か
ら
「
三
・
一
一
」「
フ
ク
シ
マ
」
を
見
る
と
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。「
三
・
一
一
」「
原
発
」
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
教
化
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。
と
も
ど
も
に
考
え
を
深
め
る
機
会
に
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
発
表
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

合
掌
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109 あとがきにかえて（髙佐）

　「
宗
報
」
平
成
二
十
四
年
八
月
号
掲
載
の
発
表
者
の
募
集
に
は
右
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。

　
現
宗
研
で
は
、
所
長
を
中
心
に
、
五
月
八
日
〜
十
一
日
に
福
島
・
岩
手
の
両
県
に
被
災
地
調
査
、
六
月
十
三
日
〜
十
五
日
に
岐
阜
・
福

井
の
両
県
に
於
い
て
美
浜
原
発
・
関
連
施
設
調
査
、
八
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
に
北
海
道
に
於
い
て
泊
原
発
・
関
連
施
設
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
九
月
の
五
日
〜
六
日
に
は
、
茨
城
県
水
戸
市
に
て
、
第
四
十
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議
を
「
三
・
一
一
後
の
「
立
正
安

国
」
を
考
え
る
│
復
興
の
教
化
学
の
構
築
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
参
加
者
一
同
で
東
海
村
を
視
察
す
る
な
ど
、「
三
・
一
一
」

「
原
発
」
の
問
題
を
「
教
化
」
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
化
学
研
究
発
表
大
会
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
企
図
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
震
災
関
係
と
し
て
、「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
」
岩
田
親
静
師
（
現
宗
研
研
究
員
）、「
首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
る
〜

災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
池
上
本
門
寺
構
想
〜
」
小
林
康
洋
師
（
現
宗
研
研
究
員
）、「
寺
院
に
お
け
る
災
害
対
策
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

考
え
る
」
中
村
龍
央
師
（
現
宗
研
研
究
員
）、「
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
森
下
竜
浄
師
（
長
崎
県
日
誠
寺
住
職
）
の
発

表
が
、
原
発
関
連
と
し
て
、「
原
発
問
題
を
考
え
る
│
教
化
学
の
視
点
か
ら
│
」
齋
藤
宣
裕
師
（
現
宗
研
研
究
員
）、「
福
島
原
発
を
理
数

の
観
点
か
ら
考
え
る
」
萱
間
顕
誠
師
（
徳
島
県
法
華
寺
前
住
職
）「
フ
ク
シ
マ
」
を
招
い
た
世
代
責
任
を
問
い
つ
つ
梅
森
寛
誠
師
（
現
宗

研
嘱
託
）、「
原
発
と
宗
教
者
」
髙
佐
宣
長
（
現
宗
研
主
任
）、「
こ
の
世
を
浄
土
に
│
脱
原
発
へ
の
提
言
│
」
影
山
教
俊
師
（
千
葉
県
釈
迦

寺
住
職
）
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
を
お
読
み
頂
け
れ
ば
、
震
災
を
巡
る
教
化
上
の
問
題
が
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
を
実
感
し
て
頂
け
る
か
と
思
い
ま
す
し
、
原
発
に
つ
い
て
も
、
世
間
で
な
さ
れ
て
い
る
の
と
は
別
の
論
点
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考

え
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
（
な
お
、
髙
佐
の
発
表
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
三
十
六
回

中
部
教
区
教
化
研
究
会
議
で
の
講
演
「
原
発
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
伝
え
る
か
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
演
録
は
、
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平
成
二
十
四
年
度
の
「
現
代
宗
教
研
究
」
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
、
本
「
教
化
学
研
究
」
へ
の
掲
載
を
見
送
り
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
い

た
し
ま
す
）。

　
慣
例
の
特
別
発
表
は
、
現
宗
研
嘱
託
で
あ
る
石
原
顕
正
師
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム

Earth

理
事
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
実
績
を
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
九
月
、
台
湾
・
台
北
市
の
国
際
会
議

場
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ｓ
国
際
発
展
会
議
」
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　「
真
の
人
道
支
援
へ
の
発
展
を
求
め
て
　A

sia N
GO
s International D

evelopm
ent Conference

よ
り
」
と
題
す
る
発
表
は
、
こ

の
招
致
の
事
由
と
な
り
ま
し
た
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
台
湾
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
被
災
地
受
け
入
れ
に
奔
走
し
た
経
緯
や
、
そ

の
後
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
御
報
告
頂
い
た
も
の
で
す
。
是
非
御
一
読
く
だ
さ
い
。

　「
教
化
学
研
究
発
表
大
会
」
は
、
日
蓮
宗
「
教
化
学
」
の
確
立
を
目
指
し
、
共
々
に
精
進
す
る
場
で
あ
り
、
上
述
の
通
り
、
発
表
の
門

戸
を
、
本
宗
教
師
は
も
ち
ろ
ん
、
寺
族
、
檀
信
徒
に
も
開
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
誌
を
御
高
覧
頂
い
た
皆
さ
ん
の
、
次
回
大
会
へ
の
御
参
加
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
大
聖
人
の
教
え
を
広
め
、
立
正
安
国
を
実
現

し
て
行
く
方
途
に
つ
い
て
、
是
非
、
現
場
に
立
脚
し
つ
つ
現
場
に
埋
没
し
な
い
教
化
学
的
な
御
知
見
を
御
発
表
願
え
れ
ば
と
念
じ
ま
す
。
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